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９
月
25
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ

れ
愛
館
」
で
、
約
５
５
０
人
の
村
民

参
加
の
も
と
盛
大
に
「
い
い
た
て
60

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

道
の
駅
「
ま
で
い
館
」

　

現
在
、
役
場
本
庁
舎
内
に
「
道
の

駅
ま
で
い
館
準
備
室
」
を
設
け
、「（
株
）

ま
で
い
ガ
ー
デ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
い
い
た

て
」
に
業
務
委
託
し
、
来
年
８
月
開

業
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
施
設
は
村
の
復
興
拠
点
と
な
る
重

要
な
施
設
で
す
。
運
営
や
設
備
に
つ

い
て
、
ユ
ニ
ー
ク
で
し
か
も
他
の
道

の
駅
と
差
別
化
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

岐
阜
県
白
川
村
か
ら
の
招
待
事
業

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

が
縁
で
、
白
川
村
か
ら
招
待
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
か

ら
28
年
ま
で
の
４
年
間
継
続
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
４
年
間
で
１
１

１
名
の
村
民
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

必
要
経
費
の
全
額
を
白
川
村
が
負

担
し
、
村
を
挙
げ
て
の
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
「
お
も
て
な
し
」
に
、
参
加

し
た
村
民
か
ら
は
多
く
の
感
謝
と
感

動
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
川
村
か
ら
も
、
本
村
を
訪
れ
、

現
状
と
復
興
状
況
を
見
て
み
た
い
と

の
意
向
も
あ
る
よ
う
で
す
。
来
年
度

は
村
に
招
待
し
双
方
の
親
睦
・
交
流

を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
等

（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

平成28年（第11回） 
飯舘村議会定例会

　

平
成
28
年
12
月
議
会
定
例
会
は
、
12

月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
13
日
に
行
わ

れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題
等

に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
16
日
に
行
わ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
宿
泊
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
長

期
宿
泊
に
は
、
11
月
１
日
現
在
、
１

５
９
世
帯
３
６
０
人
が
届
け
出
を
し

て
い
ま
す
。
常
時
村
内
に
居
住
し
て

い
る
世
帯
は
50
世
帯
程
度
で
あ
り
、

残
り
の
世
帯
は
、
避
難
先
と
自
宅
を

行
っ
た
り
来
た
り
の
現
状
と
思
わ
れ

ま
す
。

飯
舘
中
学
校
に
博
報
賞

　

飯
舘
中
学
校
が
第
47
回
博
報
賞

「
教
育
活
性
化
部
門
賞
」
並
び
に
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
飯
舘
中
学
校
が
総
合
学
習

と
し
て
行
っ
て
き
た
仮
設
住
宅
の
訪

問
交
流
や
田
植
え
踊
り
の
伝
統
文
化

継
承
な
ど
、
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
ふ

る
さ
と
学
習

の
５
年
間
の

取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で

す
。
継
続
し

て
指
導
い
た

だ
い
た
皆
さ

ま
に
改
め
て

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

飯
舘
村
表
彰
式

　

長
年
に
わ
た
り
、
村
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
今
年
度

は
、
特
別
功
労
賞
１
名
、
功
労
賞
２

名
、
善
行
賞
１
名
の
皆
様
に
表
彰
状

を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
村
に

対
す
る
ご
貢
献
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

防
犯
対
策

　

村
内
の
窃
盗
犯
罪
等
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
に
４
基
の
防
犯
カ
メ
ラ

と
24
基
の
防
犯
灯
を
設
置
し
て
い
ま

す
。敬

老
会

　

９
月
11
日
、
６
年
ぶ
り
に
村
内
の

飯
舘
中
学
校
体
育
館
で
敬
老
会
を

開
催
し
ま
し

た
。
３
６
２

名
の
参
加
者

に
は
、
地
元

で
の
開
催
を

大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま

し
た
。

農
政
関
係

　

県
の
営
農
再
開
支
援
事
業
の
推
進

母
体
と
な
る
農
業
復
興
組
合
が
、
10

月
ま
で
に
16
地
区
で
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は
16
地
区
全

域
で
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
主
要
野
菜
の
出
荷
制
限
・

摂
取
制
限
の
解
除
に
向
け
、
村
内
27

か
所
で
実
証
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。
収
穫
し
た
作
物
は
、
県
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
を
順
次
実
施
し
て
お

り
、
現
段
階
で
は
、
全
て
に
つ
い
て

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
未
検
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

伊
丹
沢
地
区
で
は
９
月
初
旬
か
ら

繁
殖
和
牛
の
飼
養
実
証
を
開
始
。
松

塚
地
区
で
は
平
成
29
年
度
に
水
田
で

の
放
牧
実
証
を
開
始
す
る
た
め
に
９

月
下
旬
に
水
田
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
牧

草
を
播
種
し
て
い
ま
す
。

　

獣
害
対
策
で
は
、
村
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
が
11
月
末
ま
で
に
、
イ
ノ

シ
シ
３
３
６
頭
、
サ
ル
８
頭
を
駆
除

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
再
生
、
里
山
再
生
の
取
り
組

み
は
、
10
月
12
日
に
国
・
県
に
よ
る

現
地
調
査
が
あ
り
、
現
在
、
平
成
29

年
度
で
の
事
業
実
施
に
向
け
て
詳
細

を
調
整
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

飯
舘
村
広
域
的
減
容
化
施
設
影
響

緩
和
基
金
条
例

飯
舘
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及

び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

飯
舘
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

飯
舘
村
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

飯
舘
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

セ
ン
タ
ー
地
区
調
整
池
機
能
回
復

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

村
制
施
行
60
周
年
記
念
式

「
い
い
た
て
60
祭
」

ら
「
元
気
と
感
動
を
も
ら
っ
た
」「
素

晴
ら
し
い
『
い
い
た
て
60
祭
』
で
あ

っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。

　

村
は
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
、
大

舘
村
と
飯
曽
村
の
２
か
村
が
合
併

し
、
今
年
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

人
間
に
例
え
る
な
ら
ば「
還
暦
」で
す
。

　

60
年
と
い
う
歳
月
の
中
に
は
、
草

野
の
大
火
、
豪
雪
・
豪
雨
災
害
、
冷

害
な
ど
、
度
重
な
る
幾
多
の
危
機
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
先
人
た
ち
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
克
服
し
、

今
日
の
誇
れ
る
飯
舘
村
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
改
め
て
先
人
の
皆
様
に
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

帰
還
困
難
区
域
に
つ
い
て

　

11
月
６
日
、
長
泥
地
区
の
村
民
に

対
し
、原
子
力
災
害
対
策
本
部
か
ら
、

今
後
の
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
民
か
ら
は
、
①
他
行
政
区
と
同

様
の
除
染
や
建
物
の
解
体
②
集
会
所

周
辺
に
ミ
ニ
拠
点
を
整
備
③
地
元
と

の
話
し
合
い
の
継
続
な
ど
が
意
見
・

要
望
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
・
県
、
村
、
議
会
そ
し

て
地
元
住
民
と
の
協
議
の
場
を
設

け
、
引
き
続
き
長
泥
地
区
の
復
興
・

再
生
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。


